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2 月15日号　主な内容
▶�ごみ収集のお知らせ、住

所異動の届出は確実に　
など    　　　… 2 ～ 3 Ｐ

▶�【特集】 ひきこもり、デジタ
ルを活用した高齢者の暮ら
しサポート　… 4 ～ 5 Ｐ

▶�募集のお知らせ　など　
　　　　　　… 6 ～ 7 Ｐ

▶�講座・催しのお知らせ、
市民伝言板 など　　 　  
　　　　　　… 8 ～ 9 Ｐ

▶�健康ガイド   …10～11Ｐ
▶�MOFセレクション・ジャ

ポン第 1 回大会 など　
　   　　   　　　…12Ｐ

第98回選抜高等学校野球大会

　第9８回選抜高等学校野球大会の出場校が 1 月30日に
発表され、大垣日本大学高等学校の 2 年連続 7 回目の
出場が決まりました。
　同校の出場を激励しようと、市役所や体育施設など
市内 7 か所に応援幕が設置されています。
　同大会は、 3 月 ６ 日に組み合わせ抽選会が行われ、
3 月19日から兵庫県西宮市の阪神甲子園球場で熱戦が
繰り広げられます。
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大垣日本大学高等学校
２年連続7回目の出場決定

　四季折々の里山風景が楽しめる国道365号沿いの「かみいしづ
緑の村公園」。週末に多くの家族連れが訪れるこの公園に、子ども
から大人まで、インストラクター指導のもとでオートバイの走行
体験ができる施設「バイクファーム」が整備されています。
　中心となり活動しているのは、プロバイクレーサー
で「奥の細道むすびの地大垣交流大使」であり、「地域
活性化起業人」としても活躍中の岡崎静夏さんと、
地域おこし協力隊員の矢島文夫さん。 ２ 人とも就任
を機に、上石津地域に移住しました。
　岡崎さんは、プロバイクレースJ-GP 3 クラスの

イベント開催
スケジュール

　上石津地域でのオートバイを活用した地域活性化の取り組みを
バイクファーム サポーター会員も募集中！

応援し、「バイクファーム サポーター」として、活動を支えていた
だける会員を募集しています。会費は無料です。
　バイクファームでの活動や入会申込など詳しくは、地域おこし
協力隊員の矢島さん（☎090－2223－8659）へ。

2025年シーズン年間ランキング 3 位の現役レーサーとして活躍しな
がら、大垣市の魅力発信に取り組み、矢島さんは、令和 6 年 7 月の
隊員着任以降、岡崎さんとともにオートバイのインストラクター
資格を活かした企画を次々と展開しています。
　 ２ 人は、バイクファームでの月 ２ 回の走行体験会のほか、小中学
校での出張講習会を開催。子どもたちに、交通事故に遭わないため
の安全確認の大切さを伝えています。さらに、高齢者向け安全運転
講習会や市内の景観遺産を巡るタウンライド、イベント会場で親子
バイクチャレンジを開催するなど、活動の幅が広がっています。

「オートバイ」から広がる 上石津の新たな魅力
～プロレーサー岡崎静夏さんと地域おこし協力隊員の挑戦～

岡崎静夏さん

　「自分の成長がわかる！」と目を輝かせる子ども。「こんなにたく
ましい姿が見られるなんて」という保護者の声。矢島さんは「実際
に経験して、初めて苦労や喜びを感じることができ、子どもたちが
成長する上で"大切な何か"を確実に育んでもらえる場」と語り、
岡崎さんは「上石津の自然や人の温かさを多くの人に知ってもらう
ため、これらの活動をSNSなどで発信し、上石津地域のファンを
増やしていきたい」と意気込んでいます。
　国道沿いの「通過点」から「立ち寄りたくなる地域」
へ。モーターサイクルスポーツを通じて、子どもたち
の健全育成や居場所づくり、そして新しい交流の輪
が、上石津地域から広がっています。ぜひ、体験して
みてください。


